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農
業
委
員
会
委
員
を
任
命
す
る
に

あ
た
り
、
認
定
農
業
者
等
が
委
員
の

過
半
数
を
占
め
る
こ
と
を
要
し
な
い

こ
と
に
つ
い
て
同
意
す
る
も
の
。

新
た
に
17
名
の
農
業
委
員
会
委
員

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
も
の
。

倉
並　

隆
一
氏
（
金
谷
郷
）

若
菜　

義
人
氏
（
金
谷
郷
）

志
賀　

典
夫
氏
（
養
安
寺
）

大
塚　

光
男
氏
（
み
ど
り
が
丘
）

䕃
山　

秀
男
氏
（
仏
島
）

前
田　

正
利
氏
（
萱
野
）

布
施　

和
彦
氏
（
駒
込
）

𫝆
関　

喜
明
氏
（
富
田
）

鵜
澤　

英
夫
氏
（
清
名
幸
谷
）

齊
藤　

義
之
氏
（
柳
橋
）

田
中　

啓
一
氏
（
下
ケ
傍
示
）

齋
藤　

重
幸
氏
（
南
今
泉
）

池
田　

一
昭
氏
（
北
今
泉
）

内
山　

昌
毅
氏
（
南
今
泉
）

岡　

恒
氏
（
四
天
木
乙
）

梅
原　

男
氏
（
大
網
）

板
倉　

小
百
合
氏
（
細
草
）

２
月
26
日
に
、
議
会
運
営
委
員
会

委
員
と
し
て
、
新
た
に
堀
本
孝
雄
氏

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

委員会付託内容・審査報告 ※議案名などは、採決結果一覧
（６ページ）を参照ください。

議
会
運
営
委
員
会

だ
き
た
い
」
と
い
う
意
見
や
、「
政

務
活
動
費
に
つ
い
て
は
一
般
の
方

は
非
常
に
興
味
の
あ
る
内
容
で
あ

り
、
情
報
公
開
請
求
を
し
な
く
て
も
開
示
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
」と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
月
14
日
か
ら
16
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て

予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
市
執
行
部
か
ら

の
詳
細
な
る
説
明
聴
取
と
質
疑
を
通
じ
て
、
慎

重
か
つ
入
念
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
結
果

　

３
月
８
日
に
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
議
案
７
件
、陳
情
２
件
に
つ
い
て
、

慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
結
果

　

議
案
第
24
号
か
ら
議
案
第
30
号
は
全
て
原
案

可
決
、
陳
情
第
２
号
及
び
陳
情
第
３
号
は
不
採

択
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
25
号

問　

条
例
改
正
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
か
。

答　

今
回
の
条
例
改
正
に
よ
り
、
生
活
が
極
端

に
窮

き
ゅ
う

迫は
く
し
て
い
る
な
ど
の
場
合
に
は
、
納
税

者
自
ら
の
申
請
に
よ
り
分
割
納
付
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

●
議
案
第
27
号

問　

こ
の
報
酬
改
定
は
、
ど
う
い
う
基
準
を
設

け
て
行
わ
れ
た
の
か
。

答　

県
内
類
似
団
体
の
平
均
値
に
対
し
て
、
乖か

い

離り

割
合
10
％
以
上
の
も
の
を
抽
出
の
対
象
と
し

た
。
特
別
職
の
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま

え
て
、
適
正
な
報
酬
額
に
改
定
す
る
こ
と
と
し

た
。

●
陳
情
第
２
号

審
査
結
果　

不
採
択

主
な
意
見

　
「
国
会
で
も
十
分
審
議
を
尽
く
し
た
上
で
の

結
果
で
あ
り
、
廃
止
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
の

意
見
や
、「
安
保
法
制
は
、
国
民
的
同
意
が
得

ら
れ
な
い
中
で
強
行
採
決
さ
れ
、
具
体
的
に
戦

争
が
で
き
る
内
容
で
あ
る
」
等
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

●
陳
情
第
３
号

審
査
結
果　

不
採
択

主
な
意
見

　
「
社
会
保
障
に
関
す
る
予
算
は
年
を
追
う
ご
と

に
増
加
し
て
い
る
の
で
、
消
費
税
の
引
き
上
げ

は
必
要
で
あ
る
」
と
の
意
見
や
、「
今
こ
の
状
況

の
中
で
、
消
費
税
率
を
10
％
に
上
げ
る
と
い
う

こ
と
は
、
日
本
経
済
に
さ
ら
な
る
悪
影
響
を
及

ぼ
し
か
ね
な
い
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
に
議
会
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
陳
情
１
件
に
つ
い
て
、
慎
重
な
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
結
果

　

陳
情
第
１
号
は
採
択
。

主
な
質
疑

●
陳
情
第
１
号

　

審
査
結
果　

採　

択

　

主
な
意
見

　
「
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い
る
議
会
も
だ
い
ぶ

増
え
て
き
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
公
開
し
て
い
た

予
算
特
別
委
員
会

総
務
常
任

委
員
会

議
案
第
37
号
か
ら
議
案
第
53
号

計
画
の
初
年
度
と
な
る
こ
と

か
ら
、
後
期
基
本
計
画
と
の

整
合
性
と
将
来
像
で
あ
る

手続きは簡単です。
当日、傍聴券に住所・氏名を書いていただくだけです。
またインターネットでも議会中継がご覧いただけます。

【傍聴席は30席です】
次の定例会は、６月６日（月）に開会される予定です。

議会を傍聴しませんか

予
算
特
別
委
員
会

委
員
長
　
山
　
田
　
繁
　
子

副
委
員
長
　
佐
久
間
　
久
　
良

委
　
　
員
　
小
　
倉
　
利
　
昭

委
　
　
員
　
北
　
田
　
宏
　
彦

委
　
　
員
　
田
　
辺
　
正
　
弘

委
　
　
員
　
花
　
澤
　
房
　
義

委
　
　
員
　
黒
　
須
　
俊
　
隆

委
　
　
員
　
加
藤
岡
　
美
佐
子

　

３
月
10
日
に
産
業
建
設
常
任
委
員
会
を
開

催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
３
件
に
つ
い
て
、

慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
結
果

　

議
案
第
31
号
、
議
案
第
32
号
及
び
議
案
第

33
号
は
全
て
原
案
可
決
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
31
号

問　

ど
の
く
ら
い
の
相
談
件
数
が
あ
る
の
か
。

答　

平
成
26
年
度
の
相
談
件
数
は
約
90
件
、

本
年
度
は
平
成
28
年
１
月
末
現
在
で
１
０
０

件
以
上
の
相
談
を
受
け
て
い
る
。

　

な
お
、
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
特
に
質
疑

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

産
業
建
設

常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
田
　
辺
　
正
　
弘

副
委
員
長
　
前
之
園

孝

光

委
　
　
員
　
石
　
渡
　
登
志
男

委
　
　
員
　
堀

本

孝

雄

委
　
　
員
　
倉
　
持
　
安
　
幸

議
会
運
営
委
員
会

　

議
案
第
12
号
か
ら
議
案
第
22
号
は
全
て
原
案

可
決
。

審
査
報
告

　

平
成
28
年
度
に
お
け
る
本
市
の
財
政
見
通
し

に
つ
い
て
は
、
歳
入
面
で
今
後
の
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
の
影
響
や
法
人
税
法
の
改
正
に
よ

り
、
市
民
税
の
増
加
は
期
待
で
き
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
家
屋

の
評
価
額
算
定
基
準
の
引
き
上
げ
に
よ
る
増
収

が
見
込
め
る
ほ
か
、
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
も

課
税
車
両
の
増
加
や
税
率
改
正
に
よ
る
増
収
が

見
込
ま
れ
る
。
ま
た
地
方
交
付
税
や
地
方
消
費

税
交
付
金
の
増
収
を
見
込
み
、
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
が
保
た
れ
て
い
る
。
一
方
、
歳
出
で
は
福
祉

関
係
扶
助
費
や
施
設
の
耐
震
化
な
ど
の
た
め
に

発
行
し
た
市
債
の
元
金
償
還
が
本
格
化
す
る
こ

と
に
よ
る
公
債
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、

高
齢
化
に
伴
う
介
護
・
医
療
に
関
わ
る
他
の
会

計
へ
の
繰
り
出
し
が
増
加
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、

依
然
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
も
の
と
判
断
さ

れ
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
第
５
次
総
合
計
画
後
期
基
本

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
倉
　
持
　
安
　
幸

副
委
員
長
　
前
之
園
　
孝
　
光

委
　
　
員
　
小
金
井
　
　
　
勉

委
　
　
員
　
田
　
辺
　
正
　
弘

委
　
　
員
　
堀
　
本
　
孝
　
雄

委
　
　
員
　
佐
久
間
　
久
　
良

委
　
　
員
　
黒
　
須
　
俊
　
隆

「
未
来
に
向
け
て
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！
住
み

た
い
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け

て
の
必
要
性
や
緊
急
性
及
び
特
殊
事
情
等
を
考

慮
し
た
適
切
な
予
算
措
置
が
施
さ
れ
て
い
る
か

審
査
を
重
ね
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

総
括
と
し
て
、
平
成
28
年
度
各
会
計
予
算
に

つ
い
て
は
、
健
全
財
政
の
維
持
を
主
眼
に
置
き
、

財
源
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
す
べ
て
の
事
務

事
業
に
つ
い
て
優
先
度
、
緊
急
性
、
費
用
対
効

果
を
踏
ま
え
た
な
か
で
、
十
分
精
査
さ
れ
た
内

容
で
あ
る
も
の
と
評
価
で
き
る
こ
と
か
ら
、
上

記
の
結
果
に
至
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
執
行
部
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
以
外
に
も
委
員
会
審
査
に
お
い
て
多
く
の

意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
識
さ
れ
、
特
段
の
努

力
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

平成28年市議会第２回定例会会期日程(案）
月日 曜日 摘　　要

6/6 月
第２回定例会　開会
行政事務方針、
議案上程ほか

6/9 木 一般質問

6/10 金 一般質問

6/13 月 一般質問

6/16 木 議案質疑・委員会付託
総務常任委員会

6/17 金 文教福祉常任委員会
産業建設常任委員会

6/24 金
第２回定例会　閉会
委員会審査報告、
採決ほか

※上記は予定であり、変更となることもあります。
※第２回定例会で審査する請願・陳情は、５月27日
（金）午後５時まで受け付けしています。

　

３
月
９
日
に
本
委
員
会
を
開
催
し
、
所

管
す
る
関
係
課
等
か
ら
平
成
28
年
度
各
会

計
予
算
の
説
明
を
受
け
、
委
員
に
よ
る
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
月
24
日
に
、
市
内
に
昨
年
度
新
設
さ

れ
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
な
の
は

な
」
及
び
県
立
大
網
白
里
特
別
支
援
学
校

を
視
察
し
、
各
施
設
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

文
教
福
祉

常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
加
藤
岡
　
美
佐
子

副
委
員
長
　
小
金
井
　
　
　
勉

委
　
　
員
　
森
　
　
　
建
　
二

委
　
　
員
　
蛭

田

公
二
郎

委
　
　
員
　
秋
　
葉
　
好
　
美

委
　
　
員
　
宮
　
間
　
文
　
夫

議
案
第
36
号

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　
山

田

繁

子

副
委
員
長
　
佐
久
間

久

良

委
　
　
員
　
小

倉

利

昭

委
　
　
員
　
北

田

宏

彦

委
　
　
員
　
花

澤

房

義

委
　
　
員
　
黒

須

俊

隆


